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会話をしましょう 

校長 今村理恵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 
平成 2４年９月３日 

練馬区立早宮小学校 

お知らせ  

水道管直結化工事の校舎内の工事は、ほぼ完了し、

この後、校庭プール側水道管の工事に入ります。プー

ル側校庭の一部が使用できません。工期は１０月上旬

完了予定です。この間、開放でのトイレは１階校舎内

のものを使用してください。 

お願い 

水道管の連結に伴い、朝のうちにおいの出ることが

あります。9 月８日まで水筒を持たせてください。中

身は水です。なお、水質検査の結果は異常がありませ

んでした。よろしくお願いします。 

健康で明るい子ども よく考えて工夫する子ども 思いやりのある子ども 

 

 暑くて、長い夏休みが終わり、ほっとしているご家庭もあるかと思います。学校は後半の水泳指導

があり、子供たちの元気な声が廊下に響き、活気が感じられました。やはり、学校は子供たちのため

にあると実感する光景です。おかげさまで、大きな事故などはなく、夏休みを終えることができまし

た。充実した夏休みを送らせるため、ご家庭や地域での見守り等、ご協力ありがとうございました。

それぞれ、思い出に残る夏休みを過ごしたようです。中には、課題の追い込みに四苦八苦し、学校に

用紙などを取りにくる児童もいました。夏休み前に出した、「命を大切にすること」の宿題を全員が

できたことを大変うれしく思います。 

 また、ラジオ体操にも毎回 300人近くの方が参加し、本校の児童も家族や近所の方と誘いあって参

加していました。帰りがわからなくなっている小さな子に声をかけ、一緒に帰って行ってくださる方、

近くに住んでいる児童を探してくれる方、また、自分から一緒に帰りますと申し出た本校の児童、一

人の小さなお子さんを巡って、お話をする姿を目にしました。もしかしたら、余計なことかもしれま

せん。それでも心配してくださる姿から、ご近所さんを大切にすること、お互いさまと声をかけ、学

校にも協力を惜しまない地域性はこのようにして育まれていること、さらに何年も何十年も続く活動

がある環境で生活できる幸せを実感しました。本校の児童も、このような活動を継承できる大人にな

っていってほしいものです。 

 さて、厳しい残暑の中ではありますが、1 学期後半の学校がスタートしました。規則正しい生活・

学習等、夏休み前にも増して充実できるよう取り組んでまいります。ご家庭では、お子さんを元気に

学校に送り出してください。家に戻ったら、一日の様子を子供の言葉で語らせてください。家事をし

ながらでも、お風呂に入りながらでも、時間は工夫できると思います。このようなことでも、続けて

いれば、会話が自然と弾んでくるものです。多くを語らなくても、受け止めてくれる人の存在は、子

供でも大人でもありがたいものです。あるオリンピック選手が「これまでの自分を支えてくれたのは、

うんうんと言って話を聞いてくれる家族の存在でした。」と話していました。会話の大切さを教えて

くれています。小さい頃のことは、大人になっても忘れないものです。それが、自分を励まし支えて

くれるものであったら、そのことだけで、がんばり通すことができると考えます。目標をもつこと、

自分ができることを模索すること、実践する力があるなど、自分の生活を創り出そうと努力する子供

の育成のため、今を大事にしながら、学校生活を送らせたいと思います。 

「けじめのある生活をしよう」 

 ４４日間の夏休みを終えて迎える９月です。４月

から７月までできるようになったことや積み重ね

た生活習慣・学習習慣を、学校全体で、学年や学級

で確かめたり、見直したりする必要があります。 

 登下校や学習の時刻を守ること、持ち物を確かめ

ること、ろう下の歩き方を考えることなど、生活の

具体的な場面を取りあげながら、「けじめのある生

活」とはどういうことかを考えられるようにしてい

きます。       生活指導主任 菅野 泰弘 



        

 

７月１０日～１３日に長野県上田市の武石少年自然の家に行ってき

ました。１日目、車山に登りました。山の頂上までのリフトでは、涼し

い風が吹き、たくさんの高山植物との出合いや小鳥のさえずりなどを楽

しみました。空も晴れていて空気が気持ち良く感じられたようです。昼

食後、八島湿原まで歩きました。暑さと石の道に少々疲れ気味でした。 

夕食後は、キャンプファイヤーです。全員で火を囲み、ゲームや歌、フ

ォークダンスを楽しみ、心を一つにすることの大切を学びました。 

２日目は、鷹山ファミリー牧場で牛ややぎの世話をしました。散歩・

乳搾り・糞の始末などの活動を通して、命について学習しました。 

黒曜石ミュージアムでは、勾玉のペンダントや黒曜石の弓矢を作りました。夜は、ペアでのきもだめし。

怖いような楽しいような体験をしました。 

３日目は、うどん打ち体験を行いました。地元の方に教えていただきながら作り、太さを揃えて切るこ

とが苦労していました。でも、自分たちで打ったうどんの味は絶品で、全員完食でした。村内ラリーでは、

鳴き龍の響きに感動しました。 

４日目は、森将軍塚古墳・長野県立歴史博物館で歴史の勉強をしました。 

この３泊４日で、子供たちは、共同生活や共通体験を通して、友達を気遣うこと、励まし合うこと、自分

を振り返ることを学び、友達との絆が強まったとても貴重な時間になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
・ぼくは、この移動教室で「仲間の優しさ」をいたるところで感じました。不安だった班長の仕事も、みんな

の協力で無事に終えることができました。声が出なくなった時は、代わりに発表もしてくれました。今後、

友達が困っていたら相談相手になって助けてあげたいです。 

・私が、移動教室で学んだことは「協力と思いやりの大切さ」です。４日間を楽しく過ごせたのも、このこと

ができたからです。みんなで声掛け合って行動ができました。女子全員の笑いが止まらなかった劇は、一生

の思い出になりました。この学びを、これからの学校生活にも活かしていきたいです。 

・ぼくは、鷹山ファミリー牧場での体験を通して、命について学びました。牛は、人間が食べるために殺され

ます。牛乳だって、自分の子牛にあげたいでしょうに、親牛と子牛は離れさせられて、人間がもらっている

のです。この牛たちに感謝して、手を合わせて「いただきます。」「ごちそうさま。」を忘れずに、もらった

命の分もがんばっていきたいです。 

・私は移動教室で友達と協力し、助け合うことの大切さを学びました。友達と協力することで、たくさんのこ

とができるし、楽しむこともできます。小学校生活最後の移動教室、たくさんのいい思い出ができて、とて

もよかったです。 

・ぼくは、この移動教室を通して、協力し合う、素早く行動する、やることはやるという３つのことを学びま

した。みんなで協力し合えば早く終わるし、素早く行動すればフリータイムが増えるし、やることをやれば

すっきりするし、ほめられます。この移動教室で学んだことを今後の生活に活かしていきたいです。 

・私は、この移動教室で思いやる心の大切さを学びました。ハイキングの途中、足をくじいてしまった子のペ

ースに合わせ、班員全員でゆっくり進んでいきました。また、私が丸太を渡るときには、手をつなぎ、引っ

張ってもらいました。とても楽しい移動教室になりました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

７月２３日（月）～８月３日（金）と、８月２７日（月）～ 

３０日（木）の計１４日間、夏季水泳指導が行われました。今年は、

プール日和が続き、毎日たくさんの子供たちが参加して 

いました。夏休みは、自分の課題にじっくり取り組める期間です。 

低学年では、水の気持ちよさをたっぷりと味わう活動を中心にしつ

つ、けのびやバタ足も練習しました。 

中・高学年では、クロール・平泳ぎの基本的な技能の習得や、タイ

ムを縮めるためのターンの練習などを中心に学習を行いました。 

子供たちは、自分の力に応じて課題や練習方法を選び、一生懸命取 

組んでいました。 

検定の日には、「やった！」「合格だ！！」と喜ぶ子供たちの姿が、 

たくさん見られました。日々の努力が、結果となり、確実な力につな 

がっていると感じました。 

 水泳の学習は、９月１１日（火）、まで行われます。一人一人が自

分の伸びを感じて学習を終えられるよう、残りの活動を充実させてい

きたいと思います。 

  

 子供の体力低下が問題視され始めてから久しく、今、子供の体力 

向上は、学力向上と並んで、学校に期待される重要課題の一つとな 

っています。そこで、本校では子供たちの体力を高めるために、い 

くつかの取り組みを行っています。 

 その中の一つが、秋と冬に１週間ずつ行われる「体力アップ週間」 

です。運動委員会の児童が中心となって、体力を高めるための動きを 

遊びとして取り入れた種目を考え、全校児童が休み時間にスタンプラ 

リー形式で参加します。楽しみながら運動に取り組むことで、体を動 

かそうとする意欲を高め、日頃から運動しようとする態度を育てたい 

と考えています。また、１１月にはマラソンタイムと持久走大会、年 

明けには「なわとび週間」もあります。 

 体力向上のために大切なことは、運動の日常化です。体育の授業や学校行

事、習い事などをきっかけにして、「友達と一緒にやってみよう！」「お家で

も練習したいな。」と、体を動かすことが習慣になってくると、運動の効果

はとても高くなります。特に、小学校は、色々な動きの基礎を作るとても大

切な時期です。ご家庭でも、お子さんが進んで体を動かせるよう、声かけを

お願いします。 



      

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

1年 2年 3年 4年 5年 6年

3 月 （全)給食始　大掃除　委員会活動         SC出勤日 5 5 5 5 6 6
4 火 身体計測５６年 5 5 5 6 6 6
5 水 （お）身体計測３４年 5 5 5 5 5 5
6 木 （縦）連合水泳記録会（田柄第二小会場） 4 4 4 4 4 6
7 金 記録会予備日　身体計測１２年 5 5 6 6 6 6
8 土 総合防災訓練 3 3 3 3 3 3
10 月 （全）安全指導　クラブ活動　       SC出勤日 5 5 5 6 6 6
11 火 水泳指導終 5 5 5 6 6 6
12 水 5 5 5 5 5 5
13 木 （児） 保護者の会　役員会 5 6 6 6 6 6
14 金 音楽コンサート　開一中訪問６年 5 5 6 6 6 6
17 月 敬老の日

18 火 （全）水道キャラバン４年 スクールガード総会 5 5 5 6 6 6
19 水 （お１～４年） 午前授業（校内研究会のため） 4 4 4 4 4 4
20 木 （委員会紹介集会） 5 6 6 6 6 6
21 金 5 5 6 6 6 6
24 月 （全）敬老給食１年　クラブ活動     　SC出勤日 5 5 5 6 6 6
25 火 保護者会５６年　狂言鑑賞教室６年 5 5 5 6 5 5
26 水 5 5 5 5 5 5
27 木 （音）保護者会３４年 5 6 5 5 6 6
28 金 保護者会１２年 5 5 6 6 6 6

※6日(木)連合水泳記録会が中止の場合は、6時間授業です（1年生は5時間）。
　７日(金)実施の場合は、7日(金)は4時間授業です。

日
曜
日

学　　校 保護者の会他
授　　業

 

 本校では、「本との出会い」をテーマに読書活動の充実に取り組んでいます。昨年度より、図書室に司

書が配属され、図書室整備が更に充実してきました。 

 図書ボランティアの方々には、司書とともに、魅力ある図書室づくりのために力を発揮していただい

ています。 

 図書ボランティアの方々が、日頃どのような活動をしているか、紹介させていただきます。 

  

〈図書ボランティアの活動内容〉 

          ・学級文庫の選書、ラベル付け、入れ替え    

          ・新しく購入した本の装備、書架へ入れる 

          ・本の修理  ・返却本の整理、書架整理 

          ・案内表示の作成  ・廃棄本の整理 

          ・図書準備室の整理 ・図書室掲示の作成 

          ・1年生の図書室オリエンテーションの補助 

 

 作業は、学校図書館管理員の指示のもと行っていますが、今ではボランテイァの方同士で教え合い、

手早くきれいに本の修理や図書室の整理を行ってくださっています。子供が本を手に取りたくなる、図

書室に行くのが楽しみになる明るい図書室づくりを目指して、今後も図書ボランティアの方々のお力を

お借りして、取り組んでまいりたいと思います。早宮小でも学校図書館を開放しています。保護者の皆

さまも、お子さんと一緒に是非図書室をご活用ください。 


